




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）主題設定の理由 

   

 変化の激しい社会の中で子供たちに必要なものは，「自ら課題を見付け，主体的に判断し，課題解

決に導く力」「他者と共に協調し，他人を思いやる心」「たくましく生きるための健康・体力」であ

る。この「生きる力」を育むため私たちは長年研究を積み重ねてきた。 

 その結果，本校では主体的に学ぶ力や意欲が向上し，一定の成果が見られた。 

   しかし，「児童によって日常生活における運動経験に偏りがあること」「望ましい生活習慣の定着

に個人差があること」など，健康・体力面の課題も見られた。これは近年の教育課題に挙げられる

「運動の二極化（積極的に運動する子とそうでない子）」や「健康教育・食育の推進」と重なる。 

   さらに，私たちには「児童一人一人のやり遂げようとする気持ちを育てたい。」「自己肯定感と人

への思いやりの心を大切にしてほしい。」という願いがある。 

   これらの解決に向けて，平成２５年度から本校の教育目標の「やさしく かしこく たくましく」

のうち，「たくましく」に重点を置いて研究を進めることとした。 

   「たくましさ」を育てることは，体力面の向上をねらいとするだけでなく，健康を維持し，意欲

や気力を高めるという児童の精神面を充実させることでもある。 

   そこで，二小のめざすたくましさを「心身ともに健康な自分自身をつくる」こととし，研究主題

を「健康について関心をもち，自ら考え行動する子供の育成～体育・食育を通して～」に設定した。

この主題に迫るため３つの方針を定めた。 

    

   ①体育科の指導による 日々運動に親しむ資質や能力の向上 

   ②保健指導による 日々の健康管理能力の向上 

   ③食育指導による 日々の健全な食生活を実践しようとする態度の育成 

 

   心身ともに健康になるには，適度な運動，バランスのとれた食生活，睡眠・休養を柱にした基本

的な生活習慣を児童期に適切に身に付けることが重要である。この３つの方針をもとにして実践す

ることで，望ましい生活習慣を定着させたい。また，学び合いの中で「自分自身でやり遂げる姿勢」

や「自分のよさに気付く力」「人への思いやり」を育てていく。 

私たちにとって生涯にわたり心身ともに健康に過ごすことは，活力ある生活を送る上での基盤で

あり，一人一人の未来を支えるものである。私たちは本研究を通じて健康について主体的に学び，

生涯にわたり健康になろうとする児童を育てていきたい。 



（２）主題のとらえ方 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）めざす児童像 

   本校では，「健康に関心をもち，自ら考え行動する子供の育成」をめざし，３つの分科会編成で，

より具体的にめざす児童像を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）研究仮説 

  めざす児童像を達成するために，以下に研究仮説を設定した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「たくましさ」を育むことをめざして，授業や取組の中で児童に意識させたい視点を設定し，それをも
とに活動することで二小のめざす健康に近づくだろう 

 

○日常生活全体を通して授業と関連した取組を全校で行うことで，健康への関心が日常化し，自ら行動

しようという意欲が高まるだろう 

 

※健康とは    … 
 
 
○健康に関心をもち… 
 
 
○自ら考える      … 
 
 
 
○行動する    … 

心身ともに満たされ，社会の環境に順応しながら生き生きと生活
できること 
 
児童が自らの心身の状態に関心をもち，将来に向けて自分の健康 
を保持増進していこうとする意欲をもつこと 
 
経験や知識をもとにして，自分から未知の事柄を解決（予測）しよう
として積極的に頭を働かせること 
（平成１９・２０年度本校研究紀要より） 
 
実践力を身に付けること 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜二小のたくましさ＞ 心身ともに健康な自分自身をつくろうとする 

学校教育の今日的課題 

・生きる力の育成 
・体力の向上 （豊富な運動経験） 
・望ましい生活習慣の定着 
◇東京都教育委員会の目標 
◇武蔵野市教育委員会の目標 
 
 
 
 

児童の実態・教師の願い 

・主体的に学ぶ児童は増えてきた 
・健康への関心を高めたい 
・やり遂げようとする気もちを育てたい 
・協調性・自己肯定感を大切にしてほしい 
 
 
 
 

研究主題 

 

 

体育分科会 体を動かす楽しさを味わい，進んで運動する子 

保健分科会 自分の体や健康に関心をもち，生活に役立てようとする子 

食育分科会 食の大切さを知り，よりよい食生活を送ろうとする子 

 

めざす児童像 

 

 

○「たくましさ」を育むことをめざして，授業や取組の中で児童に意識させたい視点を

設定し，それをもとに活動することで二小のめざす健康に近づくだろう 

 

○日常生活全体を通して授業と関連した取組を全校で行うことで，健康への関心が日常

化し，自ら行動しようという意欲が高まるだろう 

研究仮説 

研究の視点 

家庭との連携 生活の振り返り 

体験的活動 授業と授業以外の取組をつなげる 

指導計画の改善・開発 

主体的な学びを促す 

 



 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育 

○生きた知識や技能を習得させる体験的活動 
 【体験的活動】 
 
○関心を高めるための実物提示・掲示の工夫 
 【主体的な学びを促す】 
 
○児童の気付きや発見を生かした学習過程の工夫 
 【主体的な学びを促す】 

保健 

○フローチャート形式の校内掲示 
 【掲示物の工夫】 
 
○生活リズム表 
 【家庭との連携】 
 
○健診時の睡眠・歯科衛生の指導 
 【指導計画の改善・開発】 

体育 

○体育朝会（体つくり運動・体力を高める運動） 
 【朝の時間の活用】 
 
○固定施設・持久走・リズムなわとび 
 【休み時間の取組】 

 

 

体育 

○体を動かす楽しさを味わわせる工夫 
 【主体的な学びを促す】 
 
○主体的に体を動かすための工夫 

(教材・教具 組み合わせた動き) 
【主体的な学びを促す】 
 

保健 

○自分の生活の振り返り 

【生活の振り返り】 

 

○生活リズム表を授業に活用 

 【家庭との連携】 

 

食育 

○給食指導の工夫   【指導計画の改善・開発】 
○食育掲示板         【掲示物の工夫】 
○食の小話    【主体的な学びを促す】 
○給食の栄養素表示     【掲示物の工夫】 
○二小 Let’s モグモグ   【掲示物の工夫】 
○二小 Let’s モグモグレシピ 

 

 

 研究主題に迫るための具体的な手立て・取組を開発し，実践した。 

                   体育・保健・食育について目標を立てて取り組む 

                    



 

 

 

 

 

 

 

日時 内容 
４/１０  研究全体会 本年度の研究について 

（実態把握・研究主題設定・指導計画の確認・研究授業の計画） 

５/ １  研究全体会 本年度の研究について 
（研究主題検討・研究の方向性・アンケートの内容 
指導案の形式・研究構想図・育てたい児童像） 

５/１５  研究授業 ６年 体育 ６年１組 「体ほぐしの運動」  
井出 史進 主任教諭 
○視点 ・本時の子供たちの様子から今後も体力を高めようとする 

意識が高まっているか 
講師 東京福祉大学教授 古俣 龍一 先生 

６/１９  研究授業 ４年 食育 ４年２組 「どんな食べ方がいいのかな」（学級活動） 
長谷川 海洋 主任教諭 
○視点 ・児童が食生活を見直すきっかけができたか 
講師 福生市立福生第七小学校元校長 山森 健吉 先生 

７/１０  研究授業 ３年 保健 ３年１組 「毎日の生活と健康」 
城田 美穂子 教諭 
○視点 ・自分の生活を体の清潔という視点で見直せたか 
講師 台東区立浅草小学校副校長 長柄 克彦 先生 

８/２９  研究全体会・研修 講義 「たくましさについて」 
・たくましい子とは？・運動指導の在り方 
講師 東京学芸大学教授 鈴木 秀人 先生 

９/１１  研究授業 １年 食育 １年３組 「やさいのひみつ」（学級活動） 
小笠原 未来 教諭 
○視点 ・野菜のはたらきに関心をもたせる手立ては効果的であったか 

・ねらいを達成するための発問や言葉かけは適切だったか 
講師 武蔵野市立第二小学校校長 金子 圭子 先生 

１０/ ２  研究全体会 全体会 研究の方向性・研究の具体化 
・七つの柱の確認→柱を通して，自ら考え行動する子供を 
育てる 

・今までの取組の反省からこれからの取組の計画 

１１/ ６  研究授業 ５年 保健 ５年２組 「けがの防止」 
石原 恵 教諭 
○視点 ・自分の体を守ろうとする意識は高まったか 
    ・保健分野での子供たちの課題は何か 

・授業の中で行った実習は効果的だったか 
講師 武蔵野市教育委員会指導主事 谷合 みやこ 先生 

１２/１１  研究授業 ２年 食育 ２年１組 「ぐんぐんそだて みんなのやさい」（生活科） 
廣沢 朋久 教諭 
○視点 ・体験的活動は効果的だったか 
    ・授業の流れや手立てが効果的だったか 
講師 西東京市立田無小学校校長 宍戸 鈴子 先生 

１/ ７  研究全体会 全体会 研究のまとめに向けて 
    ・アンケート・成果と課題について 

３/ ５  研究全体会 全体会 次年度に向けて 
    ・成果と課題・研究紀要について 



 

 

 

 

 

日時 内容 

４/ ９  研究全体会 本年度の研究について 
（実態把握・研究主題設定・指導計画の確認・研究授業の計画） 

４/２３  研究授業 ２年 体育 ２年２組 「体ほぐしの運動」 
中村 梨璃子 教諭 
○視点 ・体を動かす楽しさを味わう姿はみられたか 
    ・進んで運動するような働きかけはできていたか 
講師 東京学芸大学教授 鈴木 秀人 先生 

５/ ７  研究授業 ６年 保健 ６年１組 「睡眠が健康に果たす役割」 
竹野 紀子 教諭 
○視点 ・睡眠を取り上げたことで，児童が生活リズムを整えるきっか

けとなったか 
    ・振り返りグループ協議，自己決定が児童の意欲を高めたか 
講師 武蔵野市教育委員会指導主事 三浦 壮次 先生 

５/２１  研究授業 ４年 食育 ４年２組「食を見つめる～食と自分の健康～」（総合的な学習の時間） 
熊谷 有美子 教諭 
○視点 ・実物の提示が，児童の食に関する関心を高めたか 
    ・｢食べるということは，どういうことか｣について話し合いを

深めるためのアンケートは効果的だったか 
講師 東京都小学校食育研究会役員 河野 節子 先生 

６/１８  研究授業 ３年 体育 ３年２組 「体つくり運動」 
鶴田 彩 教諭 
○視点 ・よい動きを意識しながら，楽しく運動することができて 

いたか 
    ・動きの組み合わせは，児童の意欲を高めたか 
講師 東京学芸大学教授 鈴木 秀人 先生 

７/ ２  研究授業 ５年 食育 ５年２組「かむことの大切さ」（学級活動） 
和田 恵美 教諭 
○視点 ・体験的活動は児童の噛むことへの意識を高めていたか 

・授業の流れの工夫は，よく噛んで食事することへの意識を 
高めたか 

講師 東京学芸大学教授 鈴木 秀人 先生 

９/ ３  研究全体会 各分科会 研究発表に向けて 
（紀要分科会ページ内検討・本時案作成・掲示物作成計画） 

９/１９  研究授業 １年 保健 １年１組「めざせ！はやねはやおきあさごはんマン！」 
武田 ちさと 主任教諭 
○視点 ・生活リズム表・フローチャートの使用は効果的だったか 

・自分の体を守ろうとする意識が高まっているか 
    ・生活リズム表は，家庭との連携に効果的だったか 
講師 東京学芸大学教授 鈴木 秀人 先生 

１０/ １  研究全体会 各分科会 研究発表に向けて 
（掲示物作成・授業準備・紀要作成） 

１０/２２  研究全体会 各分科会 研究発表に向けて 
（掲示物作成・授業準備・紀要作成） 

１１/１４  研究全体会 各分科会 研究発表に向けて 
（掲示物作成・授業準備・紀要作成） 

１２/ ５  研究発表会 各学級 研究授業 研究発表会 

 １/ ７  研究全体会 全体会 研究のまとめに向けて（２年間の研究のまとめ・次年度に向けて） 

 ３/ ４  研究全体会 全体会 研究のまとめ（次年度の研究の計画・引き継ぎなど） 
















